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供給の過剰基調と消費の多様化等を反映してリンゴを含

めた果実は価格の低迷と不安定性を増し,農家の所得は伸

び1とんでいる。この原因は過剰基調下での供給量変動と需

給調整機能の欠如等にある。これらの解決に資するため
,

価格との関連において市場の需要特性を把握するとともに

出荷調整を行った場合の効果と問題点を明らかにする。

2 リンゴ の価 格動 向

農家の所得に直接関係 してくる消費地市場の入荷量と価

格について,代表的な市場である東京都中央卸売市場を対

象にその動向を見たのが図 1である。図 1では年次別の動

きの特徴からI期 (昭和41～47年 ),Ⅱ 期 (45～ 51年 ),

皿期 (50～ 56年 ),Ⅳ期 (56年以降 )に 区分し,図化 (両

対数式の価格曲線 )し ている。これによるとI期からⅡ期 ,

Ⅱ期からll期へと曲線の傾きが次第に小さくなって上方に

シフトしていること,皿 期に対 してⅣ期は曲線が下方にシ

フトするとともに若干ではあるが傾きが再び大きくなって

いること力判 る。

図1 東京都中央卸売市場における価格曲線

これらの動きをリンゴをめぐる事情に当てはめると,①
40年代には主要品種だった国光・紅玉が価格の暴落や低迷

のためにデリ系等に品種更新が行われ,そ の結果として価

格も上昇したこと,② 50年代前半には市場に出回るよう

になったつがるやふじ等の高級品種が リンゴに対する新たな

需要を呼び起こし,以前と比較すると価格は高く安定 した

状況にあったこと,③ しかし,50年代後半は生鮮果実の
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3 リンゴの需 要 特 性

東京都及び大阪市中央卸売市場を対象とした需要関数の

計測結果が表 2である。説明変数として,① 当期の入荷

量,② 消費者の所得水準,① 前期の価格,④ 前期の

人荷量,⑤ 前期と当期の入荷量の増減率 ,⑥ 時間の経

過の六つの要因を用いた式の中から東京及び大阪の両市場
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表 1 リンゴ生産者手取り価格及び生産コストからみた必要価格 (リ ンゴ全体平均 )

注  「経営費他」には自給資本利子 地代を含む (以下同様 )。

資料 :農林水産省「青果物流通経費調査報告書,生産費調査」

消費が伸び悩む中でリンゴは供給が過剰気味に推移してき

たことを背景に50年代前半と比較して価格が伸び悩んでい

ること,につなかるものと考えられる。このことに関連して

市場におけるリンゴの価格水準を生産費と比較すると,表
1に示すように60年産はその価格水準が生産費をかろうじ

て補っているものの,55年以降59年まで満足し得ない状態

にある。
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に共通 し,あ る程度説明力の高い式を選択 している。

計測はリンゴの生産に合わせて 1年の区分を 7月 から翌

年 6月 までの年産とし,こ れを四半期 (3か月 )ごとに細

区分して行った。

この結果,市場全体としてみた場合に販売額を増やすた

めには東京市場では 4～ 9月 にかけては入荷量を増やすこ

と,ま た10～ 3月 にかけては入荷量を抑えること,よ り積

極的には削減することの方が有利であると判断できる。

大阪市場では10～ 6月 にかけては入荷量を抑えた方が販

売額は増える状況にある。特に 1～ 3月 にかけては入荷量

を抑えることによる効果がより大きく期待できる。

また,消費者の所得が増えてもリンゴの需要は増えず ,

価格は上昇しない状況にあり,今後新たな消費拡大のため

の努力が必要 と考えられる。

リンゴの価格が下がった場合は,東京市場では 4～ 9月

にかけて販売額の増加に結びつくことが期待できる。大阪

市場の場合は東京市場と比較すると10～ 6月 にかけて需要

は価格に対して非弾力的な状態にある。

表 2 東京都及び大阪市中央卸売市場のリンゴ需
要関数計測結果 (四半期ごと )

～ 9月 の間は価格の伸び率が入荷量の減少率を下回り販売

額は減少するため,む しろ入荷量を増やす方が有利である。

また,10～ 12月 は市場全体の販売額は増加するものの
,

青森県産の販売額はかえって減少する。これは,10～ 12月

は青森県産のシェアが小さく,その人荷量の減少に伴う市

場全体の価格の伸びが小さいためである。

年間の総販売額は市場全体では増加するが,青森県産の

場合はむしろ減少となる。

大阪市場では1～ 6月 の間で販売額の増加が期待できる。

10～ 12月 の販売額及び年間の総販売額については東京市場

とlalじ 事情にある。

以上の結果を踏まえて,更に東京 大阪市場ともに年間の

総入荷量は変えず (青森県産のシェアは減らさず )に 1～

3月 については入荷量を10%減 らす一方,そ の減少分を他

の期間に振り分けて入荷量を増やす (10～ 12月 ,4～ 6月

ともに 5%増 ,残りを 7～ 9月 に回す)よ うに出荷の調整

を行うと,まず10～ 12月 については入荷量の増加に伴う価

格の下落によって市場全体の販売額は減少するが,青森県

の場合は価格の下落率が入荷量の増加摩を下回るためむし

ろ販売額は増加する。他の期間についても大阪市場の 4～

6月 が全体の入荷量調整の都合上,販売額が減少すること

を除くといずれも販売額は増加する。年間の トータルでは

東京市場全体で 2億 7千 2百万円 (う ち青森県産が 2億 4

千 8百万円 ),大阪市場では 1億 6千 5百万円 (う ち青森

県産が 1億 2千 6百万円 )の増加が期待できる。
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4 短期的需給調整の効果と問題点

市場全体として見た場合のリンゴの需要特性については

前述のとおりであるが,こ のうち青森県産の入荷量の変化

(出荷調整 )に伴う販売額の変化について検討した。

まず,四半期ごとの各期間について青森県産 リンゴの入

荷量を一定割合減少させた場合,東京市場では1～ 3月 の

間で青森県産の販売額増加が期待できるが, 4～ 6月 と 7

前記に示した結果は様々な前提の下での一つの例ではあ

るが,青森県単独の出荷調整によって市場での販売額を伸

ばすこと力難 であることが明らかになっている。ただし,

その金額の増加額は市場全体,あ るいは青森県産のリンゴ

の販売額から見て大きな効果ありと言えるかどうか難しい

ところでもある。しかし,青森県産 リンゴの場合はこれま

で年明け後の販売が主体となってきたが,今後は年内(7
～12月 ),特に市場の動向からみて販売額の増加が期待で

きる10～ 12月 について栽培上の制約もあるものの早生 中

生種の特産品種や旬の味を活かした良品物の出荷に努めな

がら市場におけるシェアをより高めていく方向が有利であ

ること,年明け後については青森県産 リンゴの販売の大宗

をなす 1～ 3月 の出荷は極端な増加を避けること,4～ 6

月はCA貯蔵を主体としたその優位性を発揮することが有

利であることが示されていると考えられる。
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